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凡例




これは「双竹亭隨筆」（昭和十八年三月二十日　興亞書院刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








 源公と武ちやん







　源公と武ちやんは、共に小學校を卒業すると同時に、年期奉公にやられた。源公は大工の小僧に、武ちやんは下駄屋の小僧になつて、ヒビ、アカギレの不平もなく、せつせと主人大事に勤めてゐた。——明治三十七年の、日露戰爭が始まつた當時だから、今から數へると四十年前のことになる。源公は塗師屋の忰で、武ちやんは蹄鐵屋の息子であつた。

　源公の家はともかく、武ちやんの家は、別に武ちやんを丁稚奉公に出さなくても、樂に中學校へ上げるくらゐのことは出來る身上しんしやうであつた。戰爭が始まつて戰地へ送り出す鐵蹄を、十數人の職人が徹夜で拵らへてゐたのだから、いゝ加減な官員さんの家よりも、よほどくらしむきは樂であつたに違ひなかつた。しかも武ちやんは、四谷見附外の下駄屋へ奉公にやられたのだ。友達はいひ合せたやうに、武ちやんのお父つあんを憎んだものだ。

　そのくせ源公の親父は誰にも憎まれなかつた。いや、憎まれるどころか、却つて褒められたくらゐであつた。

　源公は「大菩薩峠」に出てくる米友を彷彿させる少年で、あの時分の子供仲間に流行した泥棒ごつこをやれば、刑事巡査よりも進んで泥棒になりたがつたり、火ノ見櫓の半鐘を目掛けて無闇に石を投げつけたり、女の子の髮の毛を剪つて坊主にしたり、あらゆる惡戱の張本であつたのだから、出來ることなら島流しにでもしてしまひたいと、誰も思つてゐたのであらう。神田の大工へ小僧にやられたと聞くと、近所の誰彼は一齊に手を拍つて喜んだ。

　その時分の平河天神の境内は、現在の三倍くらゐ廣かつた。天滿宮の正面に向つて右手に鹽地藏尊の祠があり、左手に鷲神社と稻荷さんの祠があつたが、その三社と鬱金櫻の筆塚と石の牛を除いた悉くは空地で、北側に小林といふ宮内省御用の呉服屋の大きな土藏の背中が四股を踏んだやうに構へてゐた。

　武ちやんは尋常科にゐた時分から野球が好きだつたが、わたしなども一緖になつて、こゝの境内で每日野球をやつてゐた。今の少年がやるスポンヂ・ボールなどゝ違つて、その時分は小學生でも、わざ〳〵麴町から本鄕の赤門前にあつた三滿津といふ運動具屋へ、六號といふ本ボールを買ひに行つて、しかも捕手と一壘手以外は全部素手すでで試合をしたのだから、聊か野蠻に近い話だが、近頃流行の練成などより、ずつと凄まじいものであつた。高等科一年生になつた時、武ちやんはこのボールが頭にあたつて、二月ばかり寢込んでしまつた。

「武公の奴、馬鹿な遊びをしやがるもんだから、いまだにぼんやりしてやがつて。……」

　武ちやんのお父つあんは、よくわたしの母などにかういつて、愚痴のやうな小言をいつてゐたものだ。

　それでも小學校を出る頃には、おとなしくなつたといふだけで、別に普通の子供と健康に變りはなかつた。——二三人連れで仲通りの下駄屋の前を通つて見ると、益々おとなしくなつた武ちやんは判で捺したやうに下駄を磨いてゐた。


◇



「源公が吉原にゐたぜ。チヨン〳〵格子の前に彌造をきめ込んで、花魁の吸附煙草を喫のんでたぜ。」

　わたしが中學の三年生になつて間もなく、近所のブリキ屋の職人が、疊屋の職人にこんな話をしてゐるのを耳にした。たしかにわたしと同年だから十七歳に違ひないのだが、源公は兩の胸に男と女の生首の刺靑をして、その刺靑が素袷の間からちら〳〵見えるのが、この上もなく自慢らしかつたと、ブリキ屋は呆れ返つたやうな顏をして話をしてゐた。

「大層な代物しろものになりやアがつたな。やつぱり大工をしてるのかな。」

「さうぢやねえだらう。あの按配ぢや六區あたりの、ゴロツキの子分にでもなつてるに違えねえよ。」

　頭を角刈にして、平絎を腰ツ骨の横で結んだ源公の姿が、わたしの眼にも見えるやうであつた。

　たしかに源公は、淺草の何とか組とかいふ暴力團の子分になつて、安手の助六を氣取つてゐたのだといふことを、その後間もなくわたしは知ることが出來た。町内の彥さんといふ頭かしらが觀音樣へ參詣に行つた歸りに、仲見世を肩で風を切つて步いて來る奴がゐたので、彥さんが思はず「馬鹿野郎ツ」と呶鳴ると、そいつはいきなり取つて返したが、相手がはつきり彥さんだと判ると、にゆツと傳法院の横丁へ消えてしまつたといふ。——五百羅漢を探しても、あんな面は二つとねえから、源公に違ひありませんや、と彥さんは笑つてゐた。

　源公は貰ひ子だといはれてゐたが、二間けん間口まぐちの板の間に坐つて、每日重箱の下地したぢを附けてゐた親父と、眉や鼻附なんぞはそつくりだつたから、貰ひ子ではなかつたであらう。今ならさしづめ感化院に入れられて、冷たい敎化師に睨め續けられる運命だらうが、時勢がもつとのんびりしてゐただけに、あれで濟んでしまつたのだ。

　明治が大正と代つて二年目の靖國神社の例祭の時、見世物小屋の入口に木戶札を山と積み上げた側に、腹掛と股引だけの無作法な恰好をして、「ありや〳〵、今が丁度、今が丁度。臺彎で生捕いけどつた一丈六尺の大蛇だよ」と聲を限りに呼んでゐた源公を、わたしは丁度十年振りで見た。板に附いてるといふ言葉がそのまゝ當篏つて、少しも不思議ではなかつた。——源公でなければ出來ない藝だと思つた。木戶裏に坐つて時たま幕を揚げて見せてゐた、鼠色のハンケチを首に捲いた銀杏返しの女が、おそらく源公の女房であらう。正に似合の夫婦であつた。


◇



　武ちゃんは隼町に下駄屋の見世を出してゐたが、震災で丸燒けになつた上に、前日漸く大工の手を離れたばかりの數軒の貸家を灰にしてしまつて、一時は茫然となつてゐた。が、その後大いに努力した結果、今では麴町の通りに再び下駄屋の見世を開いて、親切下駄屋の評判を取つてゐる。——時どき見世の前を通るが、子供の時に會つたきり、その後四十年間、面と向つて話合つたことがない。五分刈の坊主頭はすつかり白毛になつてゐる。

　麴町の大通りも變つた。武ちやんも變つた。わたしも五十を越して見ると、子供の時分の友達が懷かしまれる。近いうちに一度會つて昔話をしてみようか。

（昭和十八年一月）







源公と武ちやん









著　者：邦枝完二







古雜文庫 0016







平成二十九年十二月二十七日発行

令和二年二月三日リパッケージ再発行




発行者：永江良一







パブリックドメイン

この作品は著作権保護期間を満了しています。







底　本：「双竹亭隨筆」


興亞書院　刊



昭和十八年三月二十日発行





OEBPS/image/center.png





OEBPS/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		源公と武ちやん



		奥付











OEBPS/image/cover.jpg
BAERBPA

BRE=E






OEBPS/image/upper-line.png
D2 of =





OEBPS/image/lower-line.png
e





